
1 返事ひとつで人間関係が深化する

2 共通こそがお互いの距離をグッと近づける

3 表情ひとつで安心感が生まれる

4 話し合いが上手い人のコツ

5 陽口でみんなハッピー

6 相手の心の扉を開く方法

7 ミスを報告しやすい上司になる方法

8 謝り上手になろう

9 成長し続ける人の聴き方

10 チームワークを高める意識改革

11 愛され先生の廊下の歩き方

15 講演会・勉強会で勇気を出して質問

16 ほめ上手になろう

17 ミスやエラーのとらえ方

18 メールでいきなり依頼は失礼かも

19 患者さんと一緒に確認

20 確認は頻繁にした方がいい

21 ひとりで悩まず相談しよう

12 届ける際の一言掛け

13 指示出しと指示受けで大事なこと

14 こまめな声かけでトラブルを減らそう

内　容 講　師

各講義：20分

各講義：20分

1 患者安全の基本 患者安全とは
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
教授　松村 由美 氏

京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
教授　松村 由美 氏
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
教授　松村 由美 氏

3 安全文化の醸成 システムとその複雑さが
患者管理にもたらす影響を理解する

京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
教授　松村 由美 氏

4 チーミング 有能なチームの一員であること

有能なチームの一員であること

教授・部長　大鶴 繁 氏

5 インシデント報告と分析 エラーに学び害を防止する
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
助教　加藤 果林 氏

6 リスクの理解と管理 臨床におけるリスクの理解と
マネジメント 講師　山本 憲 氏

7 品質改善の手法 品質改善の手法を用いて
医療を改善する 助教　染谷 真紀 氏

8 患者安全への患者参加 患者や介護者と協同する
京都大学医学研究科 社会健康医学系専攻　
特定准教授　岡田 浩 氏

9 コミュニケーション 患者や介護者と協同する
京都大学医学研究科 婦人科学産科学　
助教　江川 美保 氏

10 医薬品の安全管理 投薬の安全性を改善する
京都大学医学部附属病院医療安全管理部　
院内講師　山本 崇 氏

11 心理的安全性と医療安全

12 ダブルチェックの落とし穴

1 感染予防対策の基本 埼玉医科大学総合医療センター 総合診療内科 
教授　岡 秀昭 氏

2 感染対策に関する組織とルール 埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行 氏

3 スタンダードプリコーション 埼玉医科大学 医学部 総合医療センター　感染症科・感染制御科
助教　川村 隆之 氏

4 手指衛生と感染予防 埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行 氏

5 感染経路別予防策 埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行 氏

埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行 氏
埼玉医科大学  医学部 総合診療内科
専任講師　三村 一行 氏

6 針刺し予防策と対応 埼玉医科大学総合医療センター 総合診療内科
助教　西田 裕介 氏

7 代表的なワクチン接種

8 ポストコロナ時代の感染症トピックス

必須研修 (医療・患者安全 )

必須研修 (感染予防対策 )

内　容 WHO患者安全カリキュラムガイド 講　師

監修：京都大学医学部附属病院医療安全管理部 教授  松村 由美 氏

監修：埼玉医科大学総合医療センター 総合診療内科 教授  岡 秀昭 氏

WHO患者安全カリキュラムガイドをベースにした医療・患者安全研修

京都大学医学部附属病院初期診療・救急科 /救急部　

京都大学医学研究科 医学教育・国際化推進センター　

京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター　

2 ヒューマンファクターズ 患者安全における
ヒューマンファクターズの重要性

患者安全における
ヒューマンファクターズの重要性

京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター　
特定病院助教　植野 司 氏

全日本病院協会会員
受講人数に関わらず

ID無制限
月額 10,000 円

有床診療所
受講人数に関わらず

ID無制限
月額 10,000 円月額 15,000 円

非会員
受講人数に関わらず

ID無制限

●1年毎の年間契約となります
●契約に変更がない場合は、1年で自動更新されます

●支払方法は一括払いと月額払いの2種類があります
●複数施設としてお申込みの場合は別途相談に応じます

ご利用料金（税抜）


